
マテリアリティ選定プロセス

  ステークホルダーとの対話

  社会課題の動向と経営課題の把握

  国際的なフレームワーク・ガイドライン、 
ESG評価機関の評価項目の把握

  経営戦略企画部／CSR室／環境推進室 
による課題の整理

  中期経営計画との整合性の確認

  ステークホルダーにとっての重要度と、IDEC 
グループにとっての重要度の両軸でマッピング

  テーマごとに優先順位の整理

  特定したマテリアリティの妥当性を、経営会議、 
取締役会で確認

  取締役会の承認を取得

  毎年、見直しの必要性を議論する予定

マテリアリティ 2030年に目指す姿 関連するSDGs

安全・安心・ウェルビーイング
安全・安心および

健康で豊かな生活の追究・実現

  人と機械の最適環境の実現を通じた、 
安全で快適な環境づくりと、健康で豊かな生活の実現

  人間性尊重、ディーセント・ワーク促進による 
ウェルビーイングの実現

  技術開発・人材育成・マネジメント・社会ルール形成による 
安全性と生産性、ウェルビーイングの向上

気候変動
気候変動への対応

  IDECグループの技術、製品を活用した 
顧客・社会の環境負荷低減への貢献

  自社における再生可能エネルギー活用などによる 
CO2排出量の削減

生産性向上
制御技術を活用した生産性向上

  創業以来、IDECグループが培った制御技術、製品、 
システムソリューションの提供を通して、自社および 
世界中の顧客・社会の生産性、効率性の向上に貢献

妥当性の確認課題の抽出 重要度評価分析・素案作成

マテリアリティ 2022年度からの新中期経営計画（P.12-18）の策定に合わせて、マテリアリティ（重点的に取り組むべき課題）の特定を行いました。
IDECグループは、人と機械の最適環境を創造し、世界中の人々の安全・安心・ウェルビーイングを実現することをパーパスとしており、
その実現と持続可能な社会を目指して、事業を通じたさまざまな社会課題の解決に貢献しています。
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カテゴリ No. リスク事象

生産性向上
1 技術革新、環境変化、顧客ニーズへの対応不足による競争力の低下
2 品質、納期トラブルによる顧客満足度の低下

ウェルビーイング 3 ハラスメントや長時間労働などによる職場環境の悪化、社員の心身健康不安

安全・安心
4 製品・サービスに関連した事故による人身、社会への危険
5 検査、規格認証、許認可に対する不正、虚偽の発生
6 汚染や健康被害に繋がる物質による社会不安、操業・製品出荷への影響

気候変動
7 エネルギー高騰・原材料不足によるコスト、供給の不安定化
8 異常気象、自然災害によるサプライチェーンの寸断、事業の中断

横断課題

9 グローバルサプライチェーン上のCSR、コンプライアンス違反、
ガバナンス不足による社会的信用の低下

10 情報セキュリティ事故や法令コンプライアンス違反、
リスクマネジメント不足などによる社会的信用の失墜

11 社員のダイバーシティや自律性の低下

12 人権に関わる法規制や規律違反などによる、
社員エンゲージメントや社会的信用の低下

カテゴリ No. 機会事象

生産性向上
1 制御技術・製品の提供による顧客の生産性、効率性の向上
2 ソリューション提供による顧客の生産性、効率性の向上
3 IoT機器導入促進による知見の蓄積、サービス展開

ウェルビーイング
4
制御機器・安全機器および各種システムの提供による
安全で健康的な労働環境の整備

5 業務プロセスの効率化、省力化による労働時間の抑制

安全・安心
6 安全機器の提供による労働災害の低減

7 安全コンサル、セミナーによる意識醸成、安全対策促進

気候変動
8 環境負荷が低いものづくりによる競争力向上

9 再生可能エネルギーなど環境分野の事業拡大

横断課題
10 環境配慮を前提とした企業文化の醸成

11 投資家とのESGリレーションの向上
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2030年を見据えて、さまざまな社会課題の中から機会とリスクの両側面で評価し、ステークホルダーにとっての重要度と、
IDECグループにとっての重要度の両軸でマッピングを行いました。その中から、持続可能な社会実現のために特に重要度が高いテーマとして、
「生産性向上」、「安全・安心・ウェルビーイング」、「気候変動」の3つを選定しています。今後は、それぞれの項目のマテリアリティを全社で共有し、
2030年に目指す姿を実現するためにKPIを設定することで、具体的な取り組みを推進していく予定です。
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マテリアリティ
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